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ここがポイント！【研究内容】

生物学的仕組みに根差した
バイオマテリアルによる骨機能化制御

松垣 あいら MATSUGAKI Aira

マテリアル生産科学専攻 准教授
材料機能化プロセス工学講座 生体材料学領域 中野研究室

• 中野貴由教授（阪大・工）とともに、材料工学・生物科学の融合によ
る新しいバイオマテリアル研究に取り組んでいます。

• 生体骨がその微細構造に基づき機能を発揮するための生物学的仕組み
を解明し、材料を制御することで生物の特性を引き出す医療デバイス
の創製・開発を行っています。

• 材料工学に基づく細胞機能の制御は、これまでの医学研究の常識を覆
し、遺伝子やタンパク質の新たな機能の発見を可能とし、新しい学問
領域を開拓しています。

• がんや感染症など重篤な疾患の革新的医療実現につながる研究成果と
して、基礎・臨床両面から大きな注目を集めています。

バイオマテリアル、金属材料、骨微細構造、細胞制御、
異分野融合

応用分野 骨再生医療、創薬、ドラッグデリバリーシステム、骨医療デバイス
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